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<資料紹介〉

弥生時代青銅器鋳型の加工場
一八女市北山今小路遺跡出土資料の紹介一

田尻義了蕊

Thepr血naryproductionsiteofstonemouldsforthecastingofbronzeimplements
intheYayoiperiod:theKitayama-Imakojisite,Yamecity,Fukuokaprefecture

TAJIRIYoshinori

Thisshortpaperreportstheprimaryproductionsiteofstonemouldsforcastingbronze
implementsintheYayoiperiod,whichwasexcavatedin1992buthasnotbeenrecognisedas
such.TheauthorandateamfromtheGraduateSchoolofSocialandCulturalStudies,Kyushu
University,determinedchemicallythatalmostallofthestonemouldsusedfortheproduction
ofbronzeimplementsinnorthernKyushuintheYayoiperiodweremadeofaspecifictypeof
quartzporphyryonlyobtainableinanareaupperstreamoftheriverYabe.Sincethisdiscovery

wehavebeensearchingforthesite(s)wheremassesofthestoneweregatheredandproperly
shapedandsizedbeforebroughttotheproductionsites,mostofwhichexistedalongthenorthern
partoftheChikushiplainandtheFukuokaplain,morethan20kilometrestothenorth.Thesite

islocatedclosetothesour℃e,andyieldedanumberofmassesofquartzporphyryshapedbya
certaintechnique.Furtherexaminationswillbenecessarytoreconstructthetemporalchanges
oftheshapeofmouldsandthemodeoftheirprocurementandtosituatethesiteintheregional
historicalcontext.

Keywords:stonemoulds,bronzeproduction,quartzporphyry,Yayoiperiod,northernKyushu

1．はじめに

日本列島における青銅器生産は弥生時代前期

末から開始される。背銅器生産に用いられる鋳

型の多くは石製で，当初は概数の種顛の石材が

使用されるが，弥生時代後期になると石英斑岩

(いわゆる石英長石斑岩）に統一される。石英

斑岩製の鋳型は，北部九州を中心にこれまでに

250点以上の資料が報告されている。

本稿で紹介する北山今小路遺跡は，弥生時代

の青銅器製作用の石製鋤型素材を製作してい

窯TAJIRIYoshinori（ﾉL州大学埋蔵文化財調査室）

た辿跡であると考えられる（田尻ほか2010-

2011)。遺跡からは石英斑岩の剥片が多fitに出

土しており，遺跡の北側に隣接して流れる矢部

川では，現在でも石英斑岩の川原石を採取する

ことができる。遺跡の調査は1992年に実施さ

れたが，概要報告書が刊行されたのみで，これ

らの資料については，十分に検討されてこな

かった（伊崎編1993)。本遺跡出土資料は弥生

時代の背銅器生産を考える上で極めて亜要であ

ると考えられ，また著名な今山遺跡の石斧生産

や立岩遺跡の石包丁生産とも，弥生時代の石製
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第1図北山今小路遺跡の位置 背景図8=1/25000
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第2図北山今小路遺跡周辺図(5=1/10000)

品生産体制という視点から，今後比較を行うこ

とも可能な資料である。

そこで，本稿では北山今小路遺跡出土の石英

斑岩製資料について報告をおこなう。なお，遺

構やその他の出土資料に関する報告について

は，今後，八女市教育委員会によって進められ

る予定である。また，今回紙面の都合で全ての

資料の図面掲載とは至っていない点をご容赦い

ただきたい。

2．北山今小路遺跡について（図1～3

北山今小路遺跡は福岡県八女市（旧立花wr)

北山に所在する縄文時代から古墳時代にかけて

の集落．墓地遺跡である。1992年に立花町教

育委員会が主体となり，福岡県教育庁文化課お

よび南筑後教育事務所の援助を受け圃場整備事

業関係で発掘調査を実施した。遺跡は現在の矢

部川から60mほど離れているが’調査区の北

側に隣接して，標高差2m程の低位の河岸段丘

休図

口石英斑岩貿料出土逓檎

Ⅱ区遺構全休図

第3図調査区遣描配管図

面が広がっており，遺跡は矢部川に近接した集

落といえよう。概要報告書中には，縄文晩期の

小児用謹棺や土器，打製石斧，打製石鎌，磨製

石斧などが出土したと記赦されており，また，

弥生時代中期に相当する数軒の住居が検出され

たようである。遺跡の主体は弥生時代後期から

古墳時代初頭にかけての集落・墓地群で，200

軒以上の住居跡と6基の饗棺墓，3基の土城墓

が検出されている。調査区はI区とⅡ区に区分

されるが，両区に亘って集落は広がっており，

集落内に溝が検出されることから，集落内を区

画していたのかもしれない。住居は報告書によ

ると後期中頃以降に増加し，平面プランが長方

形で，中央に炉があり，2本柱穴でベット状遺

構を有するものが多い。その後，古墳時代初頭

には4本柱の住居へと櫛造を変化させるようで

ある。以下で紹介する石英斑岩製の資料の一部

もそうした住居を中心に出土している。北山今

小路遺跡からは特筆すべき出土品として，銅父

の内の部分（第1図右下）や銅鍬などの青銅器
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が出土している。また，65号住居からは床面

にベンガラが検出され，石杵も出土しているこ

とから，ベンガラ生産を行っていた可能性も指

摘されている。

北山今小路遺跡周辺の遺跡としては，矢部川

の対岸に所在する茶ノ木ノ本遺跡があげられ

る。弥生時代後期を中心とした墓地遺跡で，北

山今小路遺跡と同時期と考えられる。両者の距

離は約1kmであり，矢部川を挟んで隣接する災

落であった可能性があろう。特に茶ノ木ノ本追

跡の3号喪棺からは方格規矩鏡と鉄父が出土

し，また’5号喪棺からは多樋式銅剣が出土し

ている（中川1994)。したがって，北山今小礎

遺跡を含めたこの地域の有力者層の墓域であろ

うと考えられる。

3．石英斑岩製資料について（表1）

北山今小路遺跡出土の石英斑岩製資料は，現

在のところ204点確認できる。資料の内訳は河

原石34点，河原石片12点，剥片48点，砥石

47点，砥石片57点，その他6点である。なお，

ここで分類した河原石とは人為的加工が認めら

れず，全く未加工の石材であり，河原から集落

内へ持ち込んだ資料である。また，河原石片と

は河原石に人為的な加工が施されたが，石材を

分割しただけで作業を止めた資料をさす。砥石

片とは石材に砥面が確認できるが，その面種が

小さかったり，石材自体の形がいびつで．その

資料の砥面だけでは砥石として使用しにくく，

本来の砥石が何らかの理由で分割してしまった

ものをいう。剥片は河原石の原面が残らず，ま

た砥面も確認できない資料をいう。

以下では，器種別に石英斑岩製の資料を報告

する。

★河原石・河原石片（図4）

1から4は，石英斑岩の河原石である。河原

から意図的に持ち込んだと考えられる小片で，

法脳は6cm前後で,人為的加工は認められない。

5から7はやや大型の河原石片である。河原石

を半裁した破片であり，意図的に割った可能性

がある。なかでも7は大型の扇平な河原石を半

分に柳'った資料である。半分に削った加工以ﾀ’

に人為的な加工は認められない。これらの図示

した資料以外に，大小様々な形態をした河原石

や河原石片が遺跡から出土している。

★剥片（図5．6）

8から23は，石英斑岩の剥片である。8か

ら11は1cm前後の小剥片である。やや風化が

進行している。12から22は6cmからQcm前後

の中型の大きさの剥片である。定型化した縦長

の剥片の他に様々な形態をした剥片が認められ

る。23は全長約18cmの大型の縦長剥片である。

石材に対し平坦面を形成する意図的な加工を

行った結果，このような剥片が形成されたと考

えられる。これらの資料以外にも，多くの剥片

が出土している。

★砥石・砥石片（図7～9）

24．26．28は砥面がすり減った定型化した

砥石である。4面を使用しており，先端部が欠

損する。全体の大きさから持ち砥と推測する。

27は台形を呈する小型の定型化した砥石であ

る。表裏の広い面に縦方向の擦痕が残る。形態

と大きさから持ち砥と判断できる。25は小さ

な砥石片である。砥而が確認でき，砥石の一部

であろう。29．34．35は大型の砥石で表裏2

面を使用している。形態は械々であるが，34．

35は厚さが2cm程度で薄い。29は5cm程度の

厚さがあり，使用方法が異なる可能性がある。

砥而の随囲が狭いことから，この3点も砥石片

と分類できる。30．33．36．39は主な使用面

が1面しか使用していない砥石片である。全体

に大型で，砥而の裏側が不定型である。持ち砥

にするにはやや不都合なサイズであろう。31．

38は方柱状の定型化した砥石である。4而以
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表 北山今小路過跡出土石英斑岩製資料
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ら砥石を製作するために，剥片を形成するよう

な加工行為を行うとは考えにくいからである。

遺跡のそばを流れる矢部川の河川敷では，現在

でも表面が丸く角が取れ，平らな面を有する石

材が大量に散布している。したがって，砥石製

作を目的とした石材の加工行為は基本的に必要

はない。そのような状況から推定できるのが，

鋳型素材の加工場としての位置づけである。北

山今小路遺跡出土資料と矢部川採取および露頭

出土資料，さらに九州大学筑紫地区出土中細形

銅父雛型資料に関して.EPMAによる主要柵成

鉱物の化学組成,XRF,LA-ICP-MSを用いた主

要元素･微ft元素･希土類元素の全岩化学組成，

対象資料内にHﾘ成分鉱物として含まれるモナズ

石の生成年代に|H1して比較した結果，全て一致

することがIﾘ1らかになった（足立ほか2011;

田尻ほか2010.2011)。この結果は，矢部川で

採取した石材が北山今小路遺跡に持ち込まれ，

その後，青銅器製作用の鋳型として使用されて

上使用しており，全長も5cm程度であることか

ら持ち砥と判断できる。32は砥石片である。

砥面は確認できるが，裏側にはリングが認めら

れる。37は全長18cm程度の縦長の砥石である。

側面の一部にも砥面が認められ，2面使用して

いる。これらの資料以外にも大小棟々な多くの

砥石片や砥石が出土している。

今回は，紙面の都合上，十分な資料紹介を

行えないが，各器種の総亜髄を提示しておく。

河原石31450.2g,河原石片10832.1g,剥片

5123.1g,砥石84289g,砥石片18573g,その

他1773.6gである。

4．北山今小路遺跡出土の石英斑岩製資

料の位置づけ

北山今小路遺跡からは，上記で図化した以上

に，多くの石英斑岩製資料が発掘されている。

注目すべきは，剥片資料の多さである。なぜな
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いたことを示している。北山今小路遺跡では，

これまでの調査で鋳型は発見されておらず，ま

た矢部川流域でもほとんど鋳型の出土は報告さ

れていない。

このような状況から，北山今小路遺跡は跡型

の素材を製作する加工場として捉えることがで

きるのではないかと考える。具体的には，矢部

川から石英斑涛の河原石を北山今小路遺跡へ持

ち込み，河原石の面取りを行いながら，鋳型に

適した石材であるかを選別し，直方体状の鋳型

素材を製作する。河原石の面取り作業や直方体

状の鋳型素材を作成する際に，本稿で紹介した

河原石片や剥片が形成される。無事に製作され

た鋳型素材は，青銅器を製作する福岡平野など

に位世する集落へ送り出され，北山今小路遺跡

にはそうした作業で磯された石材の一部を砥石

として利用していたのではないだろうか。

このような未完成品ともいうべき跡型素材の

段階で資源を流通させるあり方は，今山遺跡の

石斧生産や立岩遺跡の石包丁生産などとの対比

も可能であり，弥生時代の石製品流通を考察す

る上で亜要である。北山今小路遺跡では青銅器

を製作していたとは考えられず，鋳型素材の供

給のみを行っていたようである。しかし，上記

の周辺遺跡の紹介で示したように，矢部川の対

岸に所在する茶ノ木ノ本週跡では方格規矩鏡や

鉄父，多樋式銅剣などが出土しており，また．

北山今小路遺跡周辺では小形防製鏡も出土して

いるようである（西1996)。そうした青銅器は，

鋳型素材の対価物として玄界漣沿岸の地域集団

から受け取っていたのではないだろうか。単な

る天然資源の供給地という位慨づけではなく、

北山今小路遺跡に居住する典団と玄界漣沿岸の

諸地域との交流があったことを裏付けている。

今後，北山今小路遺跡の整理作業が進行し，

遺構の時系列的な分析が可能となれば，石英斑

岩製資料の時期別考察も可能となろう。また，

周辺遺跡の調査や整理作業が進めば，いわゆる

北部九州の中でも外縁部に位脱する矢部川流域

の集落動向をふまえ，より深い考察も可能とな

ろう。まだ，この地域の弥生時代後期を中心と

した研究は十分に進んでおらず，今後の進展を

期待したい。

5．おわりに

本稿では福岡県八女市（旧立花町）所在の北

山今小路遺跡出土の弥生時代後期から古墳時代

初頭に位置づけられる石英斑岩製資料について

報告をおこなった。この遺跡で出土した石英斑

岩製の資料は，弥生時代の青銅器製作に使用す

る石製鋳型の素材を作成した際に生成された剥

片資料などであろう。今後，弥生時代の青銅器

生産体制に関する研究や石製品生産に関する研

究に貢献する資料であると考える。また，弥生

時代の物流ネットワークの解明にも新たな情報

を提供することになる。今後の詳細な分析に期

待していただきたい。

追記

今回紹介しきれなかった資料は，本資料と合

わせて別稿を用意している。また，石材の化学

分析や考古学的な位置づけに関する論考も現在

準備中である。
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